
海洋科学技術センター試験研究報告JAMSTECTR DEEPsEA REsEARa4 （1911）

駿河湾における潜水調査船「 しんかい2000 」

によ る深海魚の行動観察

田中 彰＊1　久保田　正＊1

1986年11月21日駿阿湾のほぽ中央郎の水深1350瞋の地点において潜水調査船｢ し

んかい加0{}｣による深海魚の行動観察を行-つた。餘淘魚を鯛集するためにサパとイ

カの切身を内部に吊るした長さ225Cl，髱91Cl，高さ91Clの箱網を潜航開始約１時

間前に畿置した。

１． 煩擾した魚類はユメザメ，マルパラユメザメ，フラスカカスベ，ムうサキギ

ンザメ，ギンザメの一種，キタノクロダラ　コンゴウ７ナゴの？穗であった。

2.　サメ２種，ギンザメ２種。キタノクロダラは濶下より箱駟に接近し，練り返

し箱網にぷつかる行動を示した。このことから，これらの魚の嗅寛はかなり発達し

ていることが想像されるが視精度は極めて乏しいと考えられた。

3. ユメザメ属Ｚ穡の誕鰆の連動は10 杪当りＳ～６回で，キタノクロダラのそれ

は3.7 回であった。ギンザメ２猥の脚鰭の運動は1{y秒当り2.4～3.5 回で，静止中

のアラスカカスベのそれは|｡8 回であった。

Observation  on  che Relinvior of some  Deep-sea  Fishes

in  die SurugD  Gay

using  the Submergible  "SHINKAl  2000".

ShoTANAKA*2  aiul Tadasln KUBOTA*'

The  behavior  of  some  deep-sea fishes was  observed  using the submersible

"SH1NKAI  2000"  in the central area of the Suruga  Bay  at a depth  of  1,350m

on  November  2), 1986.  The  trap net of22Sctn  in length, 91cm  in width, and

91  cm  in height, in which  die baits of  mackerel  and squid were  hung, was  sunk

for luring deep-sea fish about  an  hour  before the dive.

(1) Seven  spccics of  fishes, namely  Cemroscyinnus  owstoni,  C  coelolepx,

Bathyraje  akurica,  Hydrolagus  purpurescem,  Hydrolagus  sp., Lepidion

schmidii,  and  SUnencheiys  parasiticus were  observed.

(2) Ceiitroscyirwus  spp  , Hydrotegi/s  spp. and  Lepidion  schmidti  came  near

the  trap  net from  the  lower  courses  of  the tide and  collided with  the

side net  iepeatedly,  Jt seems  that the sense  of  smell of  these deep-sea

fishes is functionally developed  but the sense of  sight is weak.

(3) The  tall beats  of  Centroscyiwjus  spp. and  Lepidion  schmidti  were  5-6

and  3.7 for JO  seconds  respectively. The  undulation  of  the pectoral fin of

Hydrotagus  spp.  was  2.4-3.5  for  10  seconds.  The  pectoral  fin  of

Ba  thy raja aleutica undulated  at the rate of 1.8 for 10  seconds.
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１． はじめに

深海生物 ，特に深海魚 の生態や遊泳行動につい

ては未だ不明な点が多々ある。そ の原因 として，

深海魚 の採集飼育が困難なことか挙げられる。一

般に深海性の硬骨魚類を採集する とその魚は眼球

を突出 し，ひどい時には囗から胃袋 を出している

ことさえあ る。ま た，探海性 の軟骨 魚類もそ の巨

大な肝臓に より浮力を調節 している と考え られて

いる （Ｃｏrｎｅrｅt ａ）｡,1969）が ， やは り 採 集 後

腹部を上に して正常 な遊泳行 動を示 さない。 この

ような状態を防止 するには減圧 しながらゆっくり

と試魚を上げ，採取 後徐々に加圧 し，魚の棲息環

境 と同 じ水温，水圧 ，･海水密度の環 境に入 れる必

要 かある。 しかしな から，こ の様な環境の飼育施

設を作るこ とはたい へん困難である。 深海魚 の行

動 や47態を最も自然な状態で調査するには研究者

が自ら深海へ行き。試料を集 め。観 察，計測 する

こ とが最良 の方法である。

今回 ，駿河湾における「しんかい2000 」による

潜航調査によって数種の深海魚の遊 泳行動を直接

観察することができたので ，その結果を報告する。

なお ，航 海及び潜航調査 の間，いろいろ とお世

話 を戴い た梅洋 科学 技術 セ ンター「なつ し ま」

「しんかい2000 」の職 貝の方々に心 から感謝中上

げ る。観察 されたエイの種査定をして戴い た東京

大学農学部研究生石原 元氏に厚く鼬礼申上げ る。

２． 方　 法

「しんか い2000 」によ る潜航調査 （Di ｖ1260 ）

は1986 年11月2 旧 ，駿河 湾内 ，34° 49.0'N.  13C「

35.5 ’Ｅの1350m の岫点にお いて行わ れた 【図 】）。

潜航に先立 ち，深海魚 を綉集 する ためにサパとイ

ヵ の切身を内部に 吊る した長 さ225 ㎝ ，幅91c・｡

高さ91e11の箱網（網目，上’･側曲8cl 厂ド面6cjl ）

をト ラ ンスポ ンダ ーと共 に同 日08 時30 分に 沈め

（写裏 １）,『司09時に谷底し たことを確 認した。同

09畤26 分より潜航を開始 し，jO 畤53 分箱網 横j.5

m に 暫底 し13 畤00 分 まで蝟柴 した深 海魚 の遊 泳行

動を観察し た。 その後13 畤46 分まで四 方へ海底に

沿って移動鰒察し，水深1335m の地点で離底 した。

遊泳行動の観 察調査 は船窓より目視で行う と共に

劬外 カラーＴＶカメラで録 画し。後に解析 し た。

また船外の ステレ オカメラと船内 からの スチ ール

J12

図 １　調汽地点図

Fig. I　L{χalion ol ihe dive.

カメラで酒宜蝟染した魚の槻影を行い，種査定の

資料とした。水温，塩分濃度は「 しんかい2000」

に設置されたＳＴＤにより紀録された。

3. 結　 果

1） 海底の状況

海底 は平坦で ，底質は紺かい泥であ った。視程

は約jlm あり，揄置した箱網は明瞭に観察で きた。

潮流 は着底 缸ia150 °方向 へ0.2 ノ ット程度あ り

時牘|の経過とともに弱 くなり12 時20 分にはほ とん

どな くな った。 海底における水温は2.67 ～2.87 ℃

で，糊流が止 まった時に黻 も高くな った。塩 分濃

度 は34.47 ～3･4.73 ‰で あ っ た。

2）蝟擺魚類

箱網内の餌によって蝟集した魚類はユメザメ

Centrosymnus oivsloni  (写良 ２ ）。 マ ルパ ラユ

メザメＣ. ｃｏｅ≒j£ｓ， ア ラ スカ カ スベ 召ａ£りπ･鈿

ａｌｅ･jX£ｃａ（写 真 ３ ）， ム ラ サ キ ギ ｙ ザ メHydr ・-

lagus  purpurescens. ギ ン ザ メ の｜ 種jty ｄｒ。｡

lagus sp.  (写 真 ４ ）。 キ タ ノ クロ ダ ラ£印 汕 。,ｌ

schmidt  i (写真 ５），コンゴウアナゴSim 。tcheiys

ｐａｒａｓilicｕｓ（写真 ６）の ７種でありた。

ユメザメ属２種は比較的小型で全長40～50cｍで

あると思われた。フ ラスカカ スベは体盤幅約80cra

で伸長した交接器を有していたことから成熟した

雄であると椎測された｡これらの板鰓類３種はそ
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れぞれＩ個体ずつ観察された。観察されたギンザ

メ２種は全て大型の雌で ，吻端から尿哈起部まで

の畏さは約郭ｃ・あると思われた。 ギンザメは１視

野に最大５個体確認され，・ 休によっては体表に

付着した寄生4xによって個体識別が可能であった。

ユメザメ２種とギンザメ２種の眼は照明光の当た

る角度によって光りて見えた。キタノクロダラは

全長ｌｍ前後あり，１視野内に最大２個体観察さ

れた。コｙゴウアナゴはクリーム色をした小型個

体と若干茶褐色をした大型個体とが観察された。

その他タラバガニ科のイバラガニに似たガニが２

個体観察された( 写真？)。

3) 蝟集魚 の遊泳行動

箱駟が10畤50分に確認された畤，既に箱網の潮

下側にユメザメ，ムラサキギンザメ，ギンザメの

１種は蝟集していた。キタノクロダラは】】畤13 分

にやはり潮下から接近してきた。これらの魚類は

常に潮下から箱網にぷっかる行動を示した。これ

は魚が嗅覚によって箱網内に吊るした鯛に綉集さ

れたことを示していると考えられた。アラスカカ

スベは11時19 分に箱網に接近し，｢しんかい2000｣

の前でしばらく静止していた。ムラサキギンザメ

とキタノクロダラは直径40(・の箱網入口から中に

入ろうとしたか体の一部が網に当たるとすぐに反

転し中に入らなかった。キタノクロダラは背鰭。

腹鰭，口髭の各先端に感覚器を持りているのか，

常にそれらをまっすぐに伸ばしていた。また海底

にはずれた箱網とトランスポンダーとを結んでい

たロープに対して口髭を接触させ詮乗していた。

表１に蝟集した魚類の尾鰆・胸鰭の運動頻度を

示す。ユメザメ躙２種は箱駟のまわりを遊泳して

いる状態で10秒当り５～６回の尾鰭の運動を示し

た。アラスカカスベは海底に壜き，ほとんど移動

しない状能で，体量後部の胸鰭を10杪間に|｡76回

動かした。ムラサキギンザメは遊泳状態，定位状

態ともに1｛｝秒当り3.5回前後の胸鰭の運動を示し，

両者にほとんど差は認められなかった。しかし，

ギンザメの１種の遊泳状態における胸鰭の運励は

ムラサキギンザメより少なく10秒当り2.45回であ･・

た。キタノクロダラはユメザメ属２種同様に箱網

のまわりを尾柄・誕睹によって遊泳していたがユ

メザメ属より尾端の運動頻度は低く10杪当り3.73

回であった。

4. 考　 察

これまで駿河湾から板鰓類65 稙, 全頭類５極が報

告されているerａｎａｋａ,1984:Yanoand  Murofushi,

1985: 河井・石橋，1986）。しかしながら今回 の

調査においてアラスカカスベ，ギンザメの｜種の

２種か新たに駿河湾に分布していることが確認さ

れた。Nfikaya et al. （j980 ）は日本近海にソコ

クロダラ属の魚が２蘰分布していることを報告し

ている。本調査で観察された種は頭部が大きいこ

とや俳】鍮の形状からキタノクロダラであると査定

さ れた。 コンゴウアナゴはS。|。mon-Raju ａｎｄ

Rosenblatt  (1971) によれば 深海において無背

推動物や死んだ魚を食べるとされており，今回 も

箱網内の餌に誘匐されてきたのであろう。笵者ら

が以前深海ザメの調査をした畤延縄にかかったサ

メの収腔内からコンゴウアナゴが多傴に出現した

ことから弱った魚なども食べていると考えられる。

蝟集した魚類は常に潮下より接近してきたこと



から嗅覚にたよって誘集してきたと･考え られた。

またそれらの魚類は潮下より箱惘の綱にぶっかる

行動を繰返し示したことから，その絹地を明瞭に

視認することかできなかったものと思われる。田

村・丹羽（IS5 ）が述べているように深海性の魚

の眼は洩海性の魚のものより暗所に適応した構造

を示しているが，深海性の魚は光 やシルエットの

動きに対しては視認するが，勦かないものに対し

て は視認できないのかもしれない。そのためにキ

タノクロダラのように鰭を伸ばして接触によって

物体を確認したり。他の感覚器官によって確認し

ているものと恩われる。

Lindｓｅy（1978 ）は魚の遊泳様式を細分してお

り。ユメザメ属2 桶 の遊泳様式はウナギ型【ａｎｇｕ･

i】lifoｒｍ）に，ア ラスカカ スベはエイ型(raji-

forｍ）に，キタノクロダラは副アジ型(subcarangi-

foｒｍ）に含まれると思われる。 ギンザメの遊泳様

式はベラ型【 】abrifoｒｍ ）あるいはエイ型に含ま

れるか もしれないと言 われてい るが(Lindsey,

1978），観察された結果か らは ギンザメはまるで

蝉のように胸鰭を上下に運動させて遊泳している

ことから他の魚と異なりギンザメ型という様式を

設ける必要があろう。
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写真１　調査に用いた箱網
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写真５　キタノクロダラPh,)ln.5　£ど駟'ぬ'all sｄ｡ttillt,

I″j:I.1.116　’Iン･JIIJ ’I’-,I.’・

I lnvn.  6　.S｡,i,･,jdjd,･, ・ μXyａ幻･j･冖に 。

．ＪＡＭｓｉＥｃ Ｔｎ ＤｅＥＰｓＦ八 ＲＥｓＥＡＲｃＨ　 Ｉ･･卜
冖7



11８

写真７　イバラガニの１種Pholo. 7　 戸a roiomis ｓｐ.
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